
（別紙１：新旧対照表）

○「飼料の有害物質の指導基準及び管理基準について」（昭和63年10月14日付け63畜Ｂ第2050号農林水産省畜産局長通知）の一部改正新旧対照表

（傍線部分は改正部分）

改 正 後 改 正 前

（略） （略）

別 紙 ２ 別 紙 ２

管理基準 管理基準

単位：mg/kg 単位：mg/kg

種 類 有 害 物 質 名 対象となる飼料 基準 種 類 有 害 物 質 名 対象となる飼料 基準

農 薬 （略） （略） （略） 農 薬 （略） （略） （略）

ペノキススラム （略） （略） ペノキススラム （略） （略）

ヘプタクロル 稲わら 0.2 （新設） （新設） （新設）

稲発酵粗飼料 0.2 （新設） （新設）

籾米 0.2 （新設） （新設）

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略）

注１～９（略） 注１～９（略）



（別紙２：改正の概要）

飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令の一部を改正する省令並びに

飼料の有害物質の指導基準及び管理基準についての一部改正について（概要）

１ 現行制度の概要

飼料の安全性の確保及び品質の改善に関する法律（昭和28年法律第35号）第３条第

１項の規定に基づき、農林水産大臣は、農業資材審議会の意見を聴いて飼料の成分規

格を定めることができることとされており、当該成分規格は、飼料及び飼料添加物の

成分規格等に関する省令（昭和51年農林省令第35号。以下「成分規格等省令」とい

う。）において定められている。

このうち、飼料に含まれる農薬の成分である物質については、成分規格等省令別表

第１の１の（１）のセ及びソの表において、飼料に超えて含まれてはならない量（以

下「残留基準」という。）を平成18年５月に暫定的に定め（以下「暫定基準」とい

う。）、食品安全委員会による食品健康影響評価の結果や、国内外での農薬の使用基

準（農薬の使用方法）の変更等を踏まえ、適宜見直しを行っている。

なお、セの表は、飼料の原料について、原料ごとに残留基準を定めるものであり、

また、ソの表は、飼料の原料を配合した飼料（配合飼料）について、給与対象となる

家畜ごとに残留基準を定めるものである。

また、稲わら、稲発酵粗飼料及び籾米の飼料に含まれる農薬の残留基準は、飼料の

有害物質の指導基準及び管理基準について（昭和63年10月14日付け63畜B第2050号農

林水産省畜産局長通知。以下「管理基準通知」という。）において定められている。

２ 改正の概要

今般、成分規格等省令別表第１の１の(１)のセ及びソの表並びに管理基準通知に掲

げる農薬の成分であるフィプロニル及びヘプタクロルについて、食品安全委員会から

食品健康影響評価の結果が答申されたことから、当該評価結果を踏まえ、フィプロニ

ル等の暫定基準を見直し、飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令の一部を改

正する省令（以下「改正省令」という。）及び管理基準通知を次のように定めること

とする（具体的な残留基準は次頁以降のとおり。）。

なお、本改正案は、農業資材審議会（飼料分科会）に意見を聴き、令和元年12月に

適当である旨の答申を得ている。

（１）フィプロニル

① 牧草については、国内及び牧草の輸入先国において使用されていないことから、

牧草に係る残留基準を削除する（セの表）。

② えん麦、大麦、小麦、とうもろこし、マイロ及びライ麦については、国際的に、



現在使用されている農薬の残留基準は飼料の原料に設けることとされていること

から、それぞれの飼料の原料に残留基準を新たに設ける（セの表）。

③ ②により、飼料原料の段階でリスク管理措置を講ずることとなるため、配合飼

料に係る家畜ごとの残留基準を削除する（ソの表）。

（２）ヘプタクロル

稲わら、稲発酵粗飼料及び籾米の残留基準を新たに設ける。

３ 施行期日

（１）フィプロニル

２①の改正（改正省令第１条）については、公布の日から施行する。

２②及び③の改正（改正省令第２条）については、環太平洋パートナーシップ協定

（ＴＰＰ協定）第７．13条の規定により、最終的な衛生植物検疫措置を公表する日と

当該衛生植物検疫措置を実施する日との間に６か月を超える期間を置くべきとされて

いる（貿易を円滑にする性格のものである場合を除く。）ことから、公布後６か月を

経過した日から施行する。

基準値（mg/kg）

飼料又は飼料原料 （規制対象物質：フィ 改正する表 改正省令 施行期日

プロニル） 条文

見直し前 見直し後

牧草 0.2 削除 第１条 公布の日

えん麦 （新設） 0.002 セの表

大麦 （新設） 0.002

小麦 （新設） 0.002 第２条 公布後６月を

とうもろこし （新設） 0.02 経過した日

マイロ （新設） 0.01

ライ麦 （新設） 0.002

牛、めん羊、山羊及び 0.02 削除

しか用飼料 ソの表

豚用飼料 0.02 削除

鶏及びうずら用飼料 0.01 削除



（２）ヘプタクロル

稲わら、稲発酵粗飼料及び籾米の基準については、新たに定めるものとなることから、管

理基準通知の通知日から６か月を経過した日から適用する。

基準値（mg/kg）

飼料又は飼料原料 （規制対象物質：ヘプタ 改正する表 適用

クロル及びヘプタクロル

エポキシド）

見直し前 見直し後

牛、馬、めん羊、山羊及び 0.02 0.02

しか用飼料 － －

豚用飼料 0.02 0.02

鶏及びうずら用飼料 0.02 0.02

牧草 0.02 0.02

稲わら （新設） 0.02 管理基準通知 通知日から６

稲発酵粗飼料 （新設） 0.02 月を経過した

籾米 （新設） 0.02 日

※ 下線部分は改正部分

※ 馬の基準は、飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令の一部を改正する省令（令和２

年６月１日農林水産省令第40号）により公布、令和２年12月１日施行










